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研究成果の概要（和文）：予測が困難とされる水蒸気噴火について，その前兆活動を捉えるために火山表面から
揮発している気体水銀に注目した．水銀放出率は，地下熱水の温度変化に反応してへ変化するが，地表面付近の
環境要因の影響を強く受けるという欠点があった．草津白根火山における連続観測の結果，見かけ上の水銀放出
変化の中から，火山活動に起因する変動を抽出することが可能となった．本知見を用いて草津白根山における多
点観測を実施した結果，火山活動の影響がない領域よりも2-7倍に相当する水銀放出活動が存在することを見出
した．本研究で構築した補正手法により，火山における僅かな水銀放出や，その時間変動を明瞭に捉えることが
可能である．

研究成果の概要（英文）：The relation between mercury emission rates (φ) and temperature at the site
 RH was found to satisfy the Arrehenius equation, however, φ changes depending on the underground 
temperature (Tg), not the chamber temperature (Tc). Although ln(φ) changes linearly against Tc� 
(Arrehenius equation), we can clearly see that the intercepts of the Arrehenius plot is different 
for the data recorded on morning (temperature increased with time) and evening (temperature 
decreased with time). The mechanisim for the difference in intercept is interpreted as a delayed 
response of the subsurface temperature (Tg) to the change in chamber temperature (Tc). On the basis 
of the consideration using the heat conduction equation, mercury emission rates (φ) changes 
depending on the ground temperature at a depth of two centimeters. Using the empirical relation 
obtained in this study, we modified the spatial distribution and temporal changes in GEM emission 
rate from volcanoes.

研究分野：火山化学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
活火山で発生する水蒸気噴火は，周辺 1-2 km 以内に大きな噴石を落下させ，そこに滞在している登山者や事業
者に甚大な被害を与える．本研究では，水蒸気噴火に先行する地下温度上昇を，地表において気体水銀放出率を
観測することで検出する新しい方法を構築した．本研究の主たる成果は，水銀放出率に影響する地表面付近の温
度効果を定量的に明らかにしたことである．この知見に基づき，火山活動としての水銀放出を高い信頼性のもと
でモニタリングが可能となる．今後は草津白根山などの火山において実際の観測に適用することで，本手法の有
効性を実証的に検討する．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
活火山で発生する水蒸気噴火は，周辺 1-2 km 以内に大きな噴石を落下させ，そこに滞在し
ている登山者や事業者に甚大な被害を与える．戦後最悪と言われる 2014年の御嶽火山噴火災害
では，水蒸気噴火により 63名の死者・不明者を出した．当時，山頂には 200名程度が滞在して
いたので（長野県警しらべ），その死亡率は 30%前後に達したことになる． 
 しばしば，水蒸気噴火は前兆現象に乏しいので，噴火予測が困難と言われる（気象庁・火山噴
火予知連絡会会長コメント，御嶽山災害直後の 2014年 9月 28日）．一方，世界中の水蒸気噴火
の事例を収集した Barberi et al. (1992) は，水蒸気噴火の多くに前兆現象が存在すること，特
に，噴気や温泉などの熱活動が特徴的に変化した事例を多数挙げている． 
このことは，観測が可能か否かは別としても，水蒸気噴火に先行過程が存在することを示唆す
る．また，温泉や噴気に強く影響を与えるという観察事実は，地下浅部の熱水だまりにおいて，
噴火前に温度等が上昇したことを暗示している．しかし，ここで問題となるのは，既存の手法で
地下熱水だまりの温度変化検出が困難な点にある． 
そこで，本研究では気体水銀放出量を温度変化の指標として用いることを考えた．水銀は火山
ガスや温泉水などに普遍的に含まれているが，その溶解度は温度により大きく変化する（図 2）．
周辺に存在する水銀を含む二次鉱物から
も，温度上昇とともに気体水銀が放出され
る．そのため，熱水やガス輸送経路の温度
が上昇すれば，地表へと運ばれる水銀量が
顕著に増えることが期待される．実際，水
銀の空間分布は，地熱発電のポテンシャル
評価に用いられた実績がある． 
すなわち，単に熱水だまり直上の地表で
水銀放出率を連続観測，テレメータすれ
ば，地下温度変化をいちはやく検知できる
であろう． 
 そのテストフィールドとして草津白根
火山を選択した（図 1）．同火山は水蒸気噴
火を頻繁に繰り返してきた活動的火山で
あり，かつては，噴火前に火山ガス組成比
が変化した先例がある（Ossaka et al., 
1980）．また，火口周辺に多数の観光客が
訪れる環境にあるため，噴火予測に対する
社会的要請が，他の火山と比べても極めて
高い． 
 
 
２．研究の目的 
最終的な目的は，水蒸気噴火に先行して起きる地下温度上昇を，火口周辺の土壌から放出され
る気体水銀放出率の変動から検出することにある．そのために，地下熱水から揮発してくる水銀
放出率の時間変動を検出する技術を確立させる．そのための測定装置は存在するので，まずやる
べきことは，質の高い観測の実施（周辺気体に起因するノイズ低減，測定系へ進入する水滴の除
去など）である．そして，観測された水銀濃度に対する，火山活動以外の環境要因の定量的評価
を行う．これにより，これまで前例のない活動火口周辺における水銀連続観測が実現する．長期
観測を行えば，火山活動の変化を反映した水銀放出変動が検出できるかも知れない． 
 
 
３．研究の方法 
地表付近で観測される水銀放出は，周辺環境，とくに気温に影響されることが知られているが，
その具体的機構については諸説があり，気温を補正する手法は確立していない．そこで，草津白
根山において高精度水銀連続測定装置を用いた定点連続観測を行い，得られた水銀放出率の温
度依存性を検討した．あわせて，温度補正式を作成し，多点水銀放出率測定結果に適用すること
で，草津白根山火口周辺の水銀放出率分布を明らかにした． 
 
水銀測定装置はロシア国 Lumex 社製 RA915AM を輸入した．本装置の検出下限は 0.5 ng/m3 と
低く，これは我が国の標準的な大気水銀濃度の 1/4 に相当する．本装置を野外使用に耐えるよう
改良し，独立電源により駆動する可搬装置とした．また，周辺大気に微量に含まれる水銀が測定
に与える影響を低減させるため，循環 DFC 法に基づく測定機構を構築した．ここで循環 DFC 法と

図 1．草津白根山（テストフィールド）． 



は，測定地点に被せた容器 (以下，チャンバー)から試料ガスを吸引し，その水銀濃度を測定し
た後，試料ガスから水銀を完全に取り除いたうえで再び試料ガスをチャンバーへ戻す手法であ
る．この仕組みについて，標準水銀を用いた室内実験を行った結果，本手法における水銀収率は
約 99 %と，信頼性の高い測定システムが完成した．測定装置は水滴の影響を受けやすいため，
試料ガスの保温，加熱する機構を導入した． 
 
本測定システムにより，人が通行可能な遊歩道さえあれば，任意の地表面において連続 15 時
間程度の高精度水銀放出率測定が可能となった． 
 
 
 
４．研究成果 
草津白根火山における定点連続観測の結果，チャンバー内部温度 T (K) の変動範囲 8-25 ℃
に対して，測定された水銀放出率φ (ng/m2/s) は 4-10 (ng/m2/s)の範囲で時間変動していた．
この値は，基準点における放出率 1.24 (ng/m2/s)の 3-9 倍である．また，放出率の対数 lnφは，
地温の逆数 T-1に対して直線的に変化していた．すなわち，水銀放出率はアレニウスの式によく
従っていることが分かる． 
ただし，測定実施時刻により，アレニウスプロットにおける切片の値が明瞭に異なっていた．
同一地点にも関わらず切片が異なる原因として，水銀放出率変化は気温そのものではなく，地中
温度に依存して変化していることが考えられる．気温変動に対する地中温度応答を熱伝導方程
式に基づいて計算した結果，水銀放出率へ影響しているには地表下 2 (cm) 前後の地中温度と考
えられる． 
本研究で得られた観測φと T の経験的関係を用いれば，温度変動がφに与える影響を補正で
きる．例えば，草津白根山における多点観測で得られたφについて，参照温度 Trefにおける補正
放出φcを計算した．その結果，基準点のφc（1.68 ng/m2/s）の 1.6-6.9 倍に相当する水銀放出
活動が湯釜火口湖外側の南斜面において認められた．現在，本領域で地熱活動は認められず植生
が繁茂している一方，過去 100 年間で側噴火が繰り返されてきた．今回の温度補正により明らか
となった高い水銀放出活動は，本領域において僅かな火山ガスの上昇が継続していることを示
唆する．温度補正により，僅かな水銀放出活動をより明瞭に捉えられると考えられる． 
本研究を実施した草津白根火山は，群発地震や水蒸気噴火（2018 年 1 月）が発生するなど活
発な火山活動が継続している．また，大学や気象庁による，地震，地殻変動，磁場，および火山
ガス，温泉水などの定常観測が実施されている．本研究は，独自の視点から新たな火山観測項目
を付加するものであり，浅部温度変化を捉えることが期待できる．今後も連続観測を継続し，本
手法の有効性を検証，改良する予定である． 
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